
自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解して
おり、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア
に取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

　今までグループホームで培ってきた思い
が、知らない間に地域の絆づくりに繋がって
いることに気付き、大変、感慨深い思いをし
ています。

　独居のご主人や兄妹の方の様子や近況を
聞いたりして、ご家族を含め、ご本人の安心
に繋がるよう気がけています。

利用者の暮らしの様子やニーズを伝えるな
ど、良好な関係をと持たれています。

　ご利用者の行動を阻止したくありませんの
で、帰宅願望が強い時等、付き添い親身に
なって話を聞くようにすると、「誠意は伝わる
んだな」と感じたことがありました。

拘束をしないことを基本としてのケアの理解
と実践に努められています。

安全で安心、かつ、自由な暮らしの支
援を継続されるよう期待します。

　グループホーム花音は、近年、中重度の
認知症の方を受け入れる傾向にあります
が、他施設で受け入れできなかった方が、
当ホームの生活に馴染まれ、ご家族に喜ん
で戴いています。

　グループホームの入居者様の課題につい
て事例を発表し、日頃、スタッフが関わって
いるケアについて皆さんに理解を促していま
す。

運営会議は定期的に実施されています。参
加者が少なく変化がなく、意見もなかなか出
ないとのことです。

固定的なメンバー以外に、地域の人
への参加の声かけを積極的にしては
いかがでしょうか。

　グループホームにおける認知症介護は、
誰にでもできる仕事ではないと思います。ひ
とりひとりの人生や性格、価値観がケアに反
映される為、責任重大です。

理念を掘り下げて管理者と職員とで話し合い
を行い日々のケアの統一を図られています。

理念を共有し意識づけしていくために
も継続して取り組まれることを期待し
ます。

　同町に生まれ育ち60年が過ぎ、グループ
ホームを開設し15年目を迎えますが、若い
頃にお世話になった方が入所され、家族の
ように共に過ごす不思議な縁に感謝してい
ます。

地域の行事や季節の催しだけでなく、地域で
必要とされる活動や役割を、積極的に担って
います。子ども食堂の運営も行っています。

事業所が、地域活動や人々とのかか
わりの場としてのよりどころとなること
を期待します。

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

　毎月、地域密着型サービス連絡会とは別
に、4事業所合同で研修会を企画し、ホーム
に持ち帰り勉強会を開催しています。1回／
年は、研修会の講師も担当して勉強してい
ます。

　昨年、特に他事業所や訪問系、専門職の
方との交流も多く、知識や情報の共有を図
ることができ、ご利用者のケアに繋ぐことが
できました。

　定期にスタッフと個別に会い、お茶を飲み
ながら思いを聴くと共に、信頼関係が維持で
きるようにして、現状や課題の把握に努めて
います。

管理者は状況に応じて、スタッフと話し合いを
行い要望や意見を聞くように努められていま
す。

面談は、組織づくり、業務の一環とし
て時と場の設定し、計画的に実施され
てはでしょうか。

　スタッフそれぞれに生活事情があり、ある
がままを受け入れながら、互いに共生して
いくことは大変ですが、調和することの大切
さをよく考えながら、少しづつ環境整備を
図っています。

　大切な内容については、直接、面会時など
にお伝えすると共に、書面で同意を頂いて
います。また、定期のお知らせを活用し、情
報提供と理解の促しを行っています。

　職員はご家族等の面会時には、近況を伝える
ようにしており、管理者はできる範囲で、どちらか
1人はホームにいるようにして、ご家族とお話する
機会を大切にしています。また、ご利用者に変化
があれば、必ず近況をお伝えしています。

面会時や手紙などで、ご家族には常に尋ね
るよう心掛け、何でも言ってもらえる雰囲気づ
くりに留意されています。

ご家族に運営や事業のあり方に関心
を持っていただけるような工夫を期待
します。

　入居者の補佐人をされている方に定期に
お会いすることで、他のご利用者の方につ
いても相談に応じて頂いています。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

　利用者同士の関係性が上手くいくように、
必要に応じ席替えをしていますが、中には、
自分の決められた席でないと納得されない
方もあり対応しています。

　よく面会に来られ、食事に付き添われるご
家族がいらっしゃいますが、スタッフも他の
ご利用者の方とも顔馴染みになられ、団ら
んを共に過ごされる場面が、とてもアット
ホームに感じられます。

　ホームの近くにある知人の家まで散歩され
る方、近所にある今は亡き妹さん宅まで歩
かれ付き添いすることもあり、思いに寄り添
うようにしています。

知人・友人に会いに行く、訪問してもらうな
ど、つながりが継続できるように支援をされて
います。

交流がや関係性の維持ができるよう
支援が継続されることを期待します。

　速やかに対応すべきことはすぐに対応し、
様子を観たり相談すべきことの見極めをしっ
かりと行い、ご家族や医師との連携を密に
対応しています。

　グループホーム花音では、その時の状況
により、「お母さん」とお呼びし、家族に成り
代わり信頼関係が築けるように関わってい
ます。

　入所前の情報で疑問点は速やかに解決で
きるようにこまめにやりとりを行いました。入
所後は環境が変わりますので、本人としっ
かりお話しながら様子観察すると共に、ス
タッフ間で情報の共有を図っています。

　ご家族の今までの介護に対する心労を考
え、入所初日から、しっかりとご本人に関わ
り、不安を乗り越えられ、穏やかに1日を過
ごされたことを電話等で伝え安心していただ
くようにしています。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

　毎朝のミーティングや毎月の勉強会／カン
ファレンス会議を実施しており、必要なサー
ビスができるようにスタッフの気づきを反映
するようにしています。

　「かのん音頭」を毎日唄って踊って．．．傾
眠の多いご利用者も、この時ばかりは元気
に太鼓を叩いたり、ハッスルされ、ケアに繋
げています。また、三味線伴奏での合唱は
皆さんとてもリフレッシュされます。

　毎日、共に過ごす中で、個々の方の異変
に気付くようになりました。介護する私たち
が利用者の健康と安全を第一に考え、速や
かに対応できるように努めています。

　現在、往診可能な医院＝5件、訪問看護、
訪問歯科、訪問理容、薬剤師等の方にこま
めに相談や助言を戴いおり、ケアの見直し
に繋げています。

月に１回、ケアプラン・モニタリングの会議を
スタッフ全員で行っています。記録はケアマ
ネージャが担当しています。

柔軟かつ臨機応変な対応ができる計
画作成が継続されることを期待しま
す。

　外出を好む方、おしゃべりが好きな方、花
や外の景色を眺め過ごされる方、皆さんと
歌を楽しむ方、ペット犬の「クッキー」と戯れ
過ごされる方等、個別の楽しみを持って過ご
されるように配慮しています。

日々の関わりの中で声かけをしながら、把握
に努められています。家族へも繰り返し尋
ね、妥当性があるかを確認し、丁寧に取り組
まれています。

継続して支援をされることを期待しま
す。

　地元、宮原の方は、管理者と馴染みの関
係にあり、また、昔の記憶を辿ると、懐かし
い生活歴が観えて会話が弾みます。竜北地
区の方は、管理者やスタッフの両親と繋がり
があるなど、思わぬ発見があり談笑すること
があります。

　長期入院になられ、当ホームへの復帰は
できない方を今も定期に面会し、その回復
ぶりを観て今後の支援などについても、ご家
族とやりとりをしています。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につけると
ともに、地域との協力体制を築いている

　定期の勉強会や訓練を実施し、実際に災
害があった場合を想定し、より具体的な避
難の方向性を示しています。

定期的な避難訓練が実施されています。災
害対応に関する話し合いや、具体的な支援
体制の整備にも取り組まれています。

災害発生時に備えて物品等の点検や
準備をされておくことも大切です。

　かかりつけ医やご家族と利用者の現状に
ついて十分話し合い、今後の支援について
方向性を明確にするように努めています。ま
た、グループホームと他事業所の役割につ
いても理解を促し、ぎりぎりまで普通の暮ら
しを支援していることを説明しています。

重度化に対しては、ドクターの支援を受けて
ぎりぎりまで支援をしていますが、最後は病
院での看取りを勧めています。終末期にまで
の対応は１名のドクターより了解を得ていると
のことです。

機会あるごとに、事業所の力量や体
制が、重度化や終末期を支えていけ
るかを見極めながら支援されていくこ
とを期待します。

　急変の恐れがある場合は、こまめに様子
観察すると共に、ソウレンソウを徹底し備え
ています。また、突発的に起こる出来事に
は、いつでも連絡がとれるよう体制を整えて
います。また、毎年、緊急時の勉強会に数
名参加しています。

　准看護師１名が常勤で在籍しています。週
1回の訪問看護を受け、必要時は、いつでも
相談可能となっています。また、薬の配達を
お願いしている調剤薬局も、随時、相談に
のって頂いています。

　入院時は定期に病院に出向き、様子を観
てソーシャルワーカーに繋いでいます。状態
を把握しグループホーム復帰がご本人に
とって適していると判断した場合は、ご家族
と話し合い医師に相談し、早期退院に向け
て動いています。

　馴染みの各業者さん等とも、すっかり打ち
解けられ、気軽に話しかけコミュニケーショ
ンをとられています。

　受診される際は、様子を記録し、日々の観
察記録を観ていただくようにして、助言をい
ただくようにしています。

月２回の往診があり、利用者の8０％の方が
診察を受けています。かかりつけ医との連携
も密に図られています。その他必要時の受診
は、事業所の送迎を行い、対応しています。
家族への報告もされています。

適切な医療支援が、継続し行われる
ことを期待します。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

　飲食を摂ろうとされない方には、手を変え
品を替えて召し上がって頂けるように関わっ
ています。また、医師に相談したうえで、栄
養補助飲料も飲用していただいています。

　職員に歯科衛生士資格者職員１名在籍
　居宅療養管理指導：訪問歯科を利用され
ており、医師や歯科衛生士による指導を随
時受けて、食事前後の口腔ケアを実施して
います。

　麻痺がある方には家族に報告し、着易い
生地のサイズの合う服をスタッフが見つけ
買ってきてくれます。センスのよい服を着て
おられると、みんなで「モデルさんのごたっで
すね」と談笑しています。

　お手伝いは快く、おかずの盛り付けなど
は、とても丁寧に行って頂いております。誕
生会のケーキづくりには、頑張って仕込みを
手伝われます。

利用者とスタッフが一緒にメニューの話をしな
がら、食事の時間が楽しみになるよう心掛け
がされています。

　ご利用者は、ご自分の世界での思いがあ
り、その思いを阻止せず、誠心誠意で関わ
ることを大切にしていきたいと、新任スタッフ
さんと最近、話したことがあります。

　入所当日ご家族が帰られ、強い帰宅願望
があり、引き止めようと行動を阻止する場面
がみられましたので、それは間違っているこ
とを伝え、外出して頂きました。その後、新
任スタッフが親身になり対応することで、穏
やかに帰設されました。

　向上心があり勉強会に参加する人と、そう
でない人に分かれており、参加者は前向き、
参加しない人は「できない」の言葉が聞かれ
ますので、課題として受け止めています。

単語として理解できるリアルな言葉を要する
こともありますが、本人を傷つけないよう、周
りに配慮しながら対応しています。

その人らしい尊厳ある姿を大切に支
援が継続されることを期待します。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

　気候の良い時を見計らい、ドライブに誘っ
て気分転換を図っています。場所は自然が
綺麗なところやショッピングセンターへ出か
け、美味しいものを食べて帰ってきていま
す。

気分転換や五感の刺激の機会として、戸外
に出かけるよう積極的に取り組まれていま
す。

事業所の近くの神社や近隣への個別
の外出や、身近な買い物の楽しみな
ど、より日常的な外出支援を検討をさ
れてはいかがでしょうか。

　ご利用者の状態に合わせ、薬の変更、錠
剤／散剤の選択を見極めるなど、医師や調
剤薬局、訪問看護に助言を求め、個別に対
応しています。

　家政の手伝いは、皆さん協力して行って頂
いていますが、トラブルがないように見守り
ながら、できる範囲で行って頂いています。
肩もみや足のマッサージ等のスキンシップ
は大変喜ばれています。

　入浴はスタッフが利用者とのコミュニケー
ションを築ける大切な時間と捉えています。
入浴拒否の強い方には、無理強いせずにタ
イミングを見計らっていますが、数日続く時
は、家族の協力をお願いし誘導して頂くこと
もあります。

週３回の入浴を基本とされています。利用者
に無理を強いることなく、一人ひとりの意向を
大切にしながら支援を行っています。

入浴拒否が強い方に対しては、業務
のあり方、手順などを再検討されてみ
てはいかがでしょうか。

　夜間の睡眠状態や日中の様子を観なが
ら、休息と活動の調整を図っています。ま
た、仮眠時間の調整時に医師の助言もいた
だき、廃用性の予防に留意しています。

　できる範囲で布パンツを使用して頂き、排
泄パターンの把握を行い、トイレでの排泄を
支援しています。また、夜間オムツ交換の方
も、日中は二人介助にてトイレを使用して頂
いています。

排泄パターンに応じて、昼夜トイレ誘導等をさ
れています。

継続して支援されることを期待しま
す。

　楽しみながら身体を動かせるような活動を
心がけ、また、楽しいおしゃべりで沢山笑っ
て過ごしたり、朝から牛乳を飲んで頂くなど、
それぞれの方に応じて関わっています。水
分不足の方には、時間をかけて十分な補給
に努めています。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

　常に動かれるご利用者の方の車椅子を本
人の思いから、あえてブレーキを掛けないよ
うにしています。その代わりに、立ち上がり
の際に転倒がないように自動ストッパー付き
の車椅子を使用していただいています。

　目の前が神社にて、人や車の往来もあり、
外の風景を眺められると気持ちも落ち着か
れる様子です。また、2ユニット間の通路で、
ペット犬の「クッキー」との触れ合いを楽しま
れています。

　おひとりの方は、お仏壇やご主人の写真を
持ち込まれ、毎朝夕に手を合わされておら
れます。

利用者本人や家族の確認しながら、その人ら
しく居心地の良い居室つくりに取り組まれて
います。

利用者本人が落ち着いて過ごせるた
めのさらなる工夫を期待します。

　新型コロナウィルス感染予防の期間に、暫
く会えないことで、家族のことが分からなく
なっては困りますので、別棟の交流スペー
スで個別に面会できるようにして、ご家族も
大変喜ばれています。

　昨年9月より、毎週土曜日に「子ども食堂」
が開催されています。子供たちの元気な声
が心地良く響き、玄関から、お孫さんが「ば
あちゃ～ん」と声をかける場面が見られま
す。

廊下には椅子があり一人で過ごす空間が設
けられています。窓からは、車や近隣の人の
往来の様子が見え、会釈などの交流の場面
が見られます。フロアーからは調理の匂いや
音など、生活感のある雰囲気です。

利用者の家での過ごし方や、好きなこ
と、馴染みのものなどを知り取り入れ
ることで、より居心地のよい共有空間
となることを期待します。

　時々「お金を貸してほしい」訴えや利用料
を気にされる方がいらっしゃいますが、安心
されるように話を傾聴しています。
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